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定理 
 
本来のグリムの法則が説明する子音対応 

 
 「唇」「歯」「軟口蓋」の 3 つの調音点を考え
る。 
 
 ３つの変化系統と３つの調音点で９の音素の
対応が現れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
英語学習という観点から異なる語派に由来する語の子音字の対応を表すように改変したもの 

 
 音でなく現代英語の「綴り字」の対応を反映 
 
 上の表で /k/ の音を持っていたスロットには 
<k/c> の文字が入る  

(<q>もあるが稀なので今回は載せていない) 

 
 <c> の文字が入った結果、現代英語ではこ
れが /s/, /k/ の音で実現することに注意 
 
 法則⑥⑦⑧は、印欧語から各語派に至るまで
に、グリムの法則以降も様々な音の変化を被った
結果を反映している  
（特に法則⑦⑧は言語マニア向け） 
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演習（解説なし） 
 
おなじみの単語、あるいは未知の単語を、子音対応を手がかりにつなげていく練習をしましょう。今回重要なのは、ここに

出てくる単語のうち、特定の 1語を暗記することではなく、語派を超えて単語のつながりを捉える思考法を身につける
ことです。知らない単語が出てきたら、まずは自分で意味を調べてみることをおすすめします。その際、表の同じセルに含ま
れる単語とどのように関連するか、そしてそれらが隣のセルの単語とどのように関連するか、まずは自分で考えてみてくださ
い。 

未知の単語と既知の単語を結びつける練習のため、あえて基本語から高難度の単語を混在させています。辞書を引
いて単語をノートに書いて学習することを強くおすすめします。 

 
【注意】 
今回は、文字の対応を見つけやすいよう、形態素の先頭文字の対応のみを考えます。形態素とは、意味と機能をも
つパーツ(接辞や語幹など)の最小単位です。 
例えば、unexpectedly という単語は、un, ex, (s)pect, ed, ly という 5 つの形態素から成ります。 

 
以下に用語の曖昧な部分を定義しておきます。 

• <□> は綴り字、/□/ は音素を表します。 
• ラテン語とそこから派生したフランス語・イタリア語・スペイン語などを総称して、「ロマンス語」と呼びます。 
• 語派の分類は、原則として古い方の起源を優先しています。 

ゲルマン語がロマンス語に借用され、（いわば逆輸入の形で）英語に入ってきた場合、元のゲルマン語の音(or 文字)が保たれている場合は、

「ゲルマン語由来の単語」に含めます。古ノルド語由来の単語も「ゲルマン語系の単語」に含めます。また、ロマンス語を経由して英語に借用さ

れたとしても、もとがギリシャ語起源でその音(or 文字)を保っている場合は「ギリシャ語由来の単語」に含めます。 
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【法則① 《p-f》関係】 
paternal, paternity, patriot, patriotic, 
patrimony; patron 

father 

pedal, pedestrian, pedicure, expedite, 
expedition, expedient, pioneer, 
pessimistic 

foot, fetter, fetch 

pre-, pro-, prime, primitive, primary, 
premier, primate, primordial, prince, 
principle, pristine; presbyter, priest 

before, first 

port, passport, import, export, comport, 
deport, portable 

fare, ferry, ford, fjord 
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【法則② t-th 関係】 
tent, tense, tend, extend, distend, 
ostensible, ostentatious, retain, detain 
sustain; tenuous, extenuate; tendon 

thin 

tort, torque, torsion, torture, tortuous, 
distort, extort, retort, torment, torture 

thwart  

tumor, tumulus; tomb thumb, thigh, thimble, thousand 
trio, triple, triangle, trinity, tribe; 
testament, testimony, detest, attest 

three, third 
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【法則③《c/k-h》関係】 
ラテン語では <c> は常に /k/ の音でしたが、英語では <c> の文字を /s/ と /k/ という 2 つの音で読みます。ま
た、綴り字の <c> は口蓋化という音変化の結果、<ch> になることがあります。「音」が変化している場合は、「文字」
を手がかりに単語のつながりを見いだすことです。 
captain, capital, cattle, chapter, chef, 
chief, achieve, precipice, precipitate 

head, headlong 

cone hone 
catch, chase, capable, captivate, accept, 
except, receive 

have, heavy 

corner, unicorn, corneous horn 
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【法則③の発展形 《qu-wh》関係】 
*kw- という祖語の音はラテン語では、<qu-> の綴りで現れ、ゲルマン語では <hw> で対応します。グリムの法則
本来の /k/-/h/ の対応を反映している規則的な対応です。英語では、<hw> の綴りは古英語以降、文字の順番
を入れ替えて（「音位転換」といいます）、<wh> の綴りになりました。 
 
question, quest, inquire what 
quiet, tranquil, acquiesce while 
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【法則④ 《d-t》関係】 
decade, decimal, decimate, (dozen) ten, -teen, (two) 
dental, dentist, dandelion, indent; 
orthodontics 

tooth 

dedicate, index; deixis, deictic; dictionary, 
predict, dictate, benediction, jurisdiction; 
abdicate, indicate; judge, prejudice 

teach, token 

dermatology, dermatologist, epidermis tear[v] 
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【法則⑤ 《g-k/c 関係》】 
gelatin, congeal, gel, jelly, glacial, glacier cold, chill, cool 
gentle, genial, genteel; generate, genital, 
pregnant, genesis, genetic, genome, 
generation, gender, genius, genocide, 
genealogy, nature, native, innate, 
renaissance 

kind, kin, kindred, kinship, king 

recognize, cognition, incognito, diagnosis,  
note, connote, notice, notion, 

know, knowledge, acknowledge, can, 
cunning, uncouth 
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【法則⑥ 《ph-f-b》関係】 
印欧語の帯気閉鎖音は各語派で、それぞれ別の音(or 文字)に変化します。ギリシャ語系とロマンス語系でも違う音(or
文字)になるので、別々に表記します。ギリシャ語系の同族語が英単語にない場合も多いですので、マニア以外はギリシ
ャ語の列は参考程度にとどめておくとよいでしょう。 
ギリシャ語系 ロマンス語系 ゲルマン語系 
metaphor, euphoria transfer, suffer, infertility, 

fertilize 
bear, bring, birth, burden 

 flower, floral, flora, 
flourish, flour, folio, foliage 

bloom, blossom, blood, 
bleed, bless 

 flame, flagrant, 
conflagration, flammable, 
flamingo 

blaze, blond, blind, blend, 
bleach, bleak, blemish, 
black 

 refute beat, bat, battle, debate, 
rebut 
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【法則⑦ 《th-f-d》関係】 
法則⑦では、ロマンス語系の文字が法則⑥と同じく<f>で現れます。法則⑥と⑦だと、⑥の方が多くの単語の関係に表
れるので、こちらの法則⑦はやや優先度は下がります。今までのところで不安がある人は、一度法則①から⑥までをしっか
り復習してから進む方がいいでしょう。 
theme, synthesis, 
hypothesis 

fact, feat, -fy do, deed, indeed, doom, 
deem 

 figure, fiction, feign, feint diary, dough, lady 
 fume, perfume, obfuscate dizzy, doze, dust, down, 

duvet, deaf, dumb 
 fabric, fabricate, forge deft, daft 
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【法則⑧ 《ch-h/f-g/y 関係】 
このグリープも法則⑦と同じく上級者向けです。古英語の綴り字 <g> は /g/, /j/ の音で発音されており、現代英語
では /j/ の半母音は <y> で書くようになりました。また、ギリシャ語系では <ch> は /k/ の音価です。 
charisma, eucharist exhort, hortative greedy, yearn 
xenophobia host, hospital, hostel, 

hostage, hostile 
guest 

alchemy fuse, refuse, confuse, 
profuse, fusion 

gut, gust, gush 

chasm hiatus yawn, gape, gasp 
 
 


